








































































































































































I -1. モデル I
はじめに，図 lに示されるような形態の取引，つまり， AがまずBと交換
し，次にC，ついでDというように連続的に取引を繰り返すケースを考えて
d(0.4 x 0.3) 
c(0.4) 
図
















題を回避するためである ((B，A)=(C， B)=(D， C)=1.o)。この交換での財の動き
を示したのが次表である。最下段は各取引段階で生じる取引費用であるが，この例では
いずれも個人Aが負担する。
A a b C d d d 企業(最終的な借手) I 
B b a a a* b b ノンバンク
C C C b b* a* C 市中銀行
D d d d C c* a 家計(最終的な貸手)
TC 。 0.2 0.5 O. 7 O 。
交換の第 4段階で個人Aが財dを入手した後，*のついた個人がそれぞれ交換すればB，
C， Dは取引費用を負担することなく一般均衡解に到達できる。表のような具体的経済主
















~ d(1 x 0.5) i a(1 ) 
図 2
Aを最終的資金の借手， Dを最終的貸手， B， Cを全体として金融仲介機
関とすれば，この交換が通常の金融仲介に相当することは明白である。
ところで，モデル IではAは高々0.5の価値しか実現できなかったが，こ








































































































財 a1. 0 財 d0.12 
財dO. 4 財a0.4 
receipt offer receipt offer offer 
財 dO. 8 
財a1. 0 
財 dO. 56 
財 aO. 56 
財 a1. 0 



















A :BおよびC A :BおよびC
モデル I 自己取引を受動的 0.5 
行う
モデルE 仲介の依頼交換の編成 0.56 0.06 
者
































A， DI 直接取引は不利 1不動産会社の直接金融は困難
A， B I ノンバンクは開発計画に積極的=資金
取引費用が小さ ;運用に有利
c， D I い (市中銀行は預金によって資金を集約す
る=資金調達に有利
B， D I ノンバンクの直接金融は困難
取引費用が大き




























































































A B C D A B C D 
A 1.0 0.5 0.3 A 0.8 0.5 0.3 
B 1.0 1.0 0.5 B 1.0 1.0 0.5 
C 0.5 1.0 1.0 C 0.5 1.0 1.0 




















































































































































































































A B C D A B C D 
A 1.0 1.0 1.0 A 0.8 0.5 0.8 
B 1.0 1.0 1.0 B 1.0 0.5 O. 7 
C 1.0 1.0 1.0 C 0.8 1.0 1.0 
























A B C D 
A 0.8 0.8 0.8 
B 0.8 0.8 0.8 
C 0.8 0.8 0.8 





























































A C D B C D 
A 0.5 0.3 0.8 
C 0.5 1.0 B I 0.8 
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